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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公開番号】特開2012-98778(P2012-98778A)
【公開日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2010-243536(P2010-243536)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  30/02     (2012.01)
   Ｇ０６Ｑ  30/06     (2012.01)
   Ｇ０６Ｑ  10/10     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ３２６　
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ３１８Ａ
   Ｇ０６Ｆ  19/00    ３００Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月4日(2013.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前
記第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値
と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第二の
数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、かつ、前記記憶手段に記憶された前記
第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二
の数値を抽出する抽出手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第
一の数値および前記第二の数値を用いて演算する演算手段と、
を有することを特徴とする電子帳票処理システム。
【請求項２】
　前記演算手段で演算された演算結果を表示する表示手段を更に有することを特徴とする
請求項１に記載の電子帳票処理システム。
【請求項３】
　前記記憶手段、前記抽出手段、及び、前記演算手段は電子帳票を処理する電子帳票処理
装置に設けられ、
　前記表示手段は、前記電子帳票処理装置とネットワークを介して接続されるユーザの端
末装置に設けられていることを特徴とする請求項２に記載の電子帳票処理システム。
【請求項４】
　前記表示手段は、画面内に演算対象の電子帳票と演算結果を表示できることを特徴とす
る請求項３に記載の電子帳票処理システム。
【請求項５】
　前記第一の帳票形態における識別領域情報と前記第二の帳票形態における識別領域情報
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と前記演算情報とを生成する生成手段を更に有し、
　前記記憶手段は、前記生成手段で生成された前記第一の帳票形態における識別領域情報
と前記第二の帳票形態における識別領域情報と前記演算情報とを記憶することを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子帳票処理システム。
【請求項６】
　第一の帳票形態における第一識別領域情報および第二識別領域情報と、第二の帳票形態
における識別領域情報と、前記第一識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第
一の数値と前記第二識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第二の数値と前記
第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第三の数値と
を用いた演算に用いられる演算情報と、を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における第一識別領域情報に基づいて前
記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に記憶された前記第
一の帳票形態における第二識別領域情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第
二の数値を抽出し、さらに、前記記憶手段に記憶された前記第二の帳票形態における識別
領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第三の数値を抽出する抽出手段と
、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された、前記
第一の数値、前記第二の数値、および、前記第三の数値を用いて演算する演算手段と、
を有することを特徴とする電子帳票処理システム。
【請求項７】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、第
三の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特定
される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報で
特定される識別情報から抽出可能な第二の数値と前記第三の帳票形態における識別領域情
報で特定される識別情報から抽出可能な第三の数値とを用いた演算に用いられる演算条件
と、を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に記憶された前記第二の
帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二の数値
を抽出し、さらに、前記記憶手段に記憶された前記第三の帳票形態における識別領域情報
に基づいて前記第三の帳票形態の帳票から前記第三の数値を抽出する抽出手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された、前記
第一の数値、前記第二の数値、および、第三の数値を用いて演算する演算手段と、
　を有することを特徴とする電子帳票処理システム。
【請求項８】
　演算対象の電子帳票の世代を選択する世代選択手段を更に具備することを特徴とする請
求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の電子帳票処理システム。
【請求項９】
　前記世代選択手段は、過去演算対象となった電子帳票の世代の組み合わせを選択するこ
とにより、演算対象の電子帳票の世代を選択可能であることを特徴とする請求項７に記載
の電子帳票処理システム。
【請求項１０】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前
記第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別情報から抽出可能な第一の数値
と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別情報から抽出可能な第二の
数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、かつ、前記記憶手段に記憶された前記
第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二
の数値を抽出する抽出手段と、
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　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第
一の数値および前記第二の数値を用いて演算する演算手段と、
を有することを特徴とする電子帳票処理装置。
【請求項１１】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前
記第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値
と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第二の
数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶手段に記憶する記憶工程と、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、かつ、前記記憶手段に記憶された前記
第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二
の数値を抽出する抽出工程と、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出工程で抽出された前記第
一の数値および前記第二の数値を用いて演算する演算工程と、
を有することを特徴とする電子帳票処理方法。
【請求項１２】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前
記第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値
と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第二の
数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶する記憶手段、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に記憶された前記第二の
帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二の数値
を抽出する抽出手段、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第
一の数値および前記第二の数値を用いて演算する演算手段、
として情報処理システムを機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　第一の帳票形態における識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前
記第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値
と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第二の
数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶する記憶手段、
　前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に記憶された前記第二の
帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二の数値
を抽出する抽出手段、
　前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第
一の数値および前記第二の数値を用いて演算する演算手段、
として電子帳票処理装置を機能させることを特徴とするプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前述した目的を達するための第１の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特
定される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報
で特定される識別領域から抽出可能な第二の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と
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、を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領
域情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、かつ、前記記
憶手段に記憶された前記第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票
形態の帳票から前記第二の数値を抽出する抽出手段と、前記記憶手段に記憶された前記演
算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第一の数値および前記第二の数値を用
いて演算する演算手段と、を有することを特徴とする電子帳票処理システムである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記演算手段で演算された演算結果を表示する表示手段を更に有することが望ましい。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記記憶手段、前記抽出手段、及び、前記演算手段は電子帳票を処理する電子帳票処理
装置に設けられ、前記表示手段は、前記電子帳票処理装置とネットワークを介して接続さ
れるユーザの端末装置に設けられている。また、前記表示手段は、画面内に演算対象の電
子帳票と演算結果を表示できる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　加えて、前記第一の帳票形態における識別領域情報と前記第二の帳票形態における識別
領域情報と前記演算情報とを生成する生成手段を更に有し、前記記憶手段は、前記生成手
段で生成された前記第一の帳票形態における識別領域情報と前記第二の帳票形態における
識別領域情報と前記演算情報とを記憶することが望ましい。
 
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前述した目的を達するための第２の発明は、第一の帳票形態における第一識別領域情報
および第二識別領域情報と、第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一識別領域
情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二識別領域情報で特定され
る識別領域から抽出可能な第二の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定
される識別領域から抽出可能な第三の数値とを用いた演算に用いられる演算情報と、を記
憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における第一識別領域
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情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に
記憶された前記第一の帳票形態における第二識別領域情報に基づいて前記第一の帳票形態
の帳票から前記第二の数値を抽出し、さらに、前記記憶手段に記憶された前記第二の帳票
形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第三の数値を抽
出する抽出手段と、前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で
抽出された、前記第一の数値、前記第二の数値、および、前記第三の数値を用いて演算す
る演算手段と、を有することを特徴とする電子帳票処理システムである。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　前述した目的を達するための第３の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、第三の帳票形態における識別領域情報と、前記
第一の帳票形態における識別領域情報で特定される識別領域から抽出可能な第一の数値と
前記第二の帳票形態における識別領域情報で特定される識別情報から抽出可能な第二の数
値と前記第三の帳票形態における識別領域情報で特定される識別情報から抽出可能な第三
の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と、を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に
記憶された前記第一の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳
票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に記憶された前記第二の帳票形態における
識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳票から前記第二の数値を抽出し、さらに
、前記記憶手段に記憶された前記第三の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第
三の帳票形態の帳票から前記第三の数値を抽出する抽出手段と、前記記憶手段に記憶され
た前記演算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された、前記第一の数値、前記第二の数
値、および、第三の数値を用いて演算する演算手段と、を有することを特徴とする電子帳
票処理システムである。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　演算対象の電子帳票の世代を選択する世代選択手段を更に具備することが望ましい。ま
た、前記世代選択手段は、過去演算対象となった電子帳票の世代の組み合わせを選択する
ことにより、演算対象の電子帳票の世代を選択可能である
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前述した目的を達するための第４の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特
定される識別情報から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報
で特定される識別情報から抽出可能な第二の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と
、を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領
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域情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、かつ、前記記
憶手段に記憶された前記第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票
形態の帳票から前記第二の数値を抽出する抽出手段と、前記記憶手段に記憶された前記演
算条件に基づいて、前記抽出手段で抽出された前記第一の数値および前記第二の数値を用
いて演算する演算手段と、を有することを特徴とする電子帳票処理装置である。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　前述した目的を達するための第５の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特
定される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報
で特定される識別領域から抽出可能な第二の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と
、を記憶手段に記憶する記憶工程と、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態にお
ける識別領域情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、か
つ、前記記憶手段に記憶された前記第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記
第二の帳票形態の帳票から前記第二の数値を抽出する抽出工程と、前記記憶手段に記憶さ
れた前記演算条件に基づいて、前記抽出工程で抽出された前記第一の数値および前記第二
の数値を用いて演算する演算工程と、を有することを特徴とする電子帳票処理方法である
。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　前述した目的を達するための第６の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特
定される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報
で特定される識別領域から抽出可能な第二の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と
、を記憶する記憶手段、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域
情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に
記憶された前記第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳
票から前記第二の数値を抽出する抽出手段、前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基
づいて、前記抽出手段で抽出された前記第一の数値および前記第二の数値を用いて演算す
る演算手段、として情報処理システムを機能させることを特徴とするプログラムである。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　前述した目的を達するための第７の発明は、第一の帳票形態における識別領域情報と、
第二の帳票形態における識別領域情報と、前記第一の帳票形態における識別領域情報で特
定される識別領域から抽出可能な第一の数値と前記第二の帳票形態における識別領域情報
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で特定される識別領域から抽出可能な第二の数値とを用いた演算に用いられる演算条件と
、を記憶する記憶手段、前記記憶手段に記憶された前記第一の帳票形態における識別領域
情報に基づいて前記第一の帳票形態の帳票から前記第一の数値を抽出し、前記記憶手段に
記憶された前記第二の帳票形態における識別領域情報に基づいて前記第二の帳票形態の帳
票から前記第二の数値を抽出する抽出手段、前記記憶手段に記憶された前記演算条件に基
づいて、前記抽出手段で抽出された前記第一の数値および前記第二の数値を用いて演算す
る演算手段、として電子帳票処理装置を機能させることを特徴とするプログラムである。
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